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（１）連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

令和５年３月期第１四半期 18,167 △5.7 1,171 △8.7 1,381 △4.6 958 △23.2

令和４年３月期第１四半期 19,257 0.7 1,283 15.8 1,447 13.8 1,249 43.4

（注）包括利益 令和５年３月期第１四半期 809百万円（△31.0％） 令和４年３月期第１四半期 1,173百万円（46.4％）

１株当たり
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり
四半期純利益

円 銭 円 銭

令和５年３月期第１四半期 37.99 －

令和４年３月期第１四半期 49.49 －

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産

百万円 百万円 ％

令和５年３月期第１四半期 94,974 60,134 63.1 2,372.97

令和４年３月期 96,159 59,704 61.9 2,356.06

（参考）自己資本 令和５年３月期第１四半期 59,902百万円 令和４年３月期 59,475百万円

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

 令和４年３月期 － 15.00 － 15.00 30.00

 令和５年３月期 －

令和５年３月期（予想） 15.00 － － －

（％表示は、通期は対前期、四半期は対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する当期純利益

１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

第２四半期（累計） 40,000 0.4 2,100 △38.3 2,250 △37.1 1,650 △42.3 65.36

通期 82,000 △1.2 4,500 △35.8 4,800 △34.4 3,300 △37.8 130.73

１．令和５年３月期第１四半期の連結業績（令和４年４月１日～令和４年６月30日）

（２）連結財政状態

２．配当の状況

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無：無

　　　　５年３月期の期末配当につきましては、未定としております。

３．令和５年３月期の連結業績予想（令和４年４月１日～令和５年３月31日）

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無：無



①  期末発行済株式数（自己株式を含む） 令和５年３月期１Ｑ 27,060,000株 令和４年３月期 27,060,000株

②  期末自己株式数 令和５年３月期１Ｑ 1,816,192株 令和４年３月期 1,816,192株

③  期中平均株式数（四半期累計） 令和５年３月期１Ｑ 25,243,808株 令和４年３月期１Ｑ 25,243,873株

※  注記事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）：無

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用：有

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

①  会計基準等の改正に伴う会計方針の変更        ：無

②  ①以外の会計方針の変更                      ：無

③  会計上の見積りの変更                        ：無

④  修正再表示                                  ：無

（４）発行済株式数（普通株式）

※  四半期決算短信は公認会計士又は監査法人の四半期レビューの対象外です

※  業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断

する一定の前提に基づいており、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

　当第１四半期連結累計期間におけるわが国経済は、新型コロナウイルス感染症への対策を講じながら、社会経済

活動が正常化に向かいつつあるものの、依然として感染収束には至っておらず、ウクライナ情勢によって生じた地

政学リスクや、これに伴う金融資本市場の不安定な変動などの懸念材料もあり、景気の先行きは不透明な状況が続

いております。

　建設業界におきましては、民間建設投資において、アフターコロナを見据えた設備投資意欲の向上、また、国土

強靭化計画等を背景とする関連予算の執行により、公共建設投資は一定の底堅さはありますが、受注競争の激化や

建設資材の価格高騰等の影響もあり、厳しい事業環境が続いており、先行きについては引続き注視が必要な状況と

なっております。

　このような情勢下、当社グループは第18次経営計画において３つの経営目標「信頼」「競争力」「実行力」を掲

げ、「安全と技術の名工」「社員が誇れる企業」を目指し課題解決に取り組んできました。

　当第１四半期連結累計期間の連結業績は、売上高は18,167百万円（前年同期比 1,089百万円減少）となりまし

た。利益におきましては、営業利益が1,171百万円（前年同期比 111百万円減少）、経常利益は1,381百万円（前年

同期比 66百万円減少）で親会社株主に帰属する四半期純利益は958百万円（前年同期比 290百万円減少）となりま

した。

　なお、当社グループの主たる事業であります建設事業は、工事の完成引渡しが下半期、特に第４四半期に偏ると

いう季節的変動要因があります。

セグメントの業績は、次のとおりであります。

（建設事業）

　当第１四半期連結累計期間については、完成工事高は前年同期比1,061百万円減少（△5.5％）の18,210百万円と

なったことなどに伴い、セグメント利益は前年同期比10百万円減少（△0.5％）の2,342百万円となりました。

（不動産事業等）

　当第１四半期連結累計期間については、兼業事業売上高が前年同期比89百万円減少（△23.0％）の300百万円とな

ったことなどに伴い、セグメント利益は前年同期比70百万円減少（△52.7％）の63百万円となりました。

（２）財政状態に関する説明

　当第１四半期連結会計期間末における総資産は、前連結会計年度末に比べ現金預金が10,167百万円増加、投資有

価証券が483百万円増加しましたが、受取手形・完成工事未収入金等が11,615百万円減少したことなどにより1,185

百万円減少して94,974百万円となりました。

　負債につきましては、未成工事受入金が1,440百万円増加しましたが、賞与引当金が1,857百万円減少、未払法人

税等が1,054百万円減少したことなどにより、1,615百万円減少の34,839百万円となりました。

　純資産につきましては、その他有価証券評価差額金が162百万円減少しましたが、利益剰余金が580百万円増加し

たことなどにより、430百万円増加の60,134百万円となりました。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

　今年度通期の売上高、営業利益、経常利益及び親会社株主に帰属する当期純利益の連結業績予想については令和

４年５月12日に公表しました通りであります。
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（単位：百万円）

前連結会計年度
(令和４年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(令和４年６月30日)

資産の部

流動資産

現金預金 24,690 34,857

受取手形・完成工事未収入金等 17,514 5,898

契約資産 22,304 21,721

電子記録債権 4 186

未成工事支出金 102 215

その他の棚卸資産 271 270

その他 1,942 2,160

貸倒引当金 △1 △1

流動資産合計 66,829 65,309

固定資産

有形固定資産

建物・構築物（純額） 6,833 6,725

機械、運搬具及び工具器具備品（純額） 790 737

土地 3,735 3,732

建設仮勘定 － 0

有形固定資産合計 11,359 11,196

無形固定資産

ソフトウエア 220 222

その他 22 22

無形固定資産合計 242 244

投資その他の資産

投資有価証券 17,293 17,776

その他 476 487

貸倒引当金 △40 △40

投資その他の資産合計 17,728 18,223

固定資産合計 29,330 29,664

資産合計 96,159 94,974

２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表
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（単位：百万円）

前連結会計年度
(令和４年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(令和４年６月30日)

負債の部

流動負債

支払手形・工事未払金等 9,080 8,084

電子記録債務 6,567 6,024

短期借入金 1,318 718

未払法人税等 1,542 488

未成工事受入金 1,418 2,859

完成工事補償引当金 128 127

賞与引当金 2,409 551

役員賞与引当金 60 3

その他 5,421 7,030

流動負債合計 27,947 25,888

固定負債

社債 2,000 2,000

長期借入金 2,014 2,514

繰延税金負債 1,770 1,667

退職給付に係る負債 1,930 1,988

その他 792 781

固定負債合計 8,507 8,951

負債合計 36,454 34,839

純資産の部

株主資本

資本金 1,594 1,594

資本剰余金 1,823 1,823

利益剰余金 49,779 50,359

自己株式 △949 △949

株主資本合計 52,247 52,828

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 6,655 6,492

退職給付に係る調整累計額 572 581

その他の包括利益累計額合計 7,228 7,074

非支配株主持分 228 231

純資産合計 59,704 60,134

負債純資産合計 96,159 94,974
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（単位：百万円）

前第１四半期連結累計期間
(自　令和３年４月１日

　至　令和３年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自　令和４年４月１日
　至　令和４年６月30日)

売上高 19,257 18,167

売上原価 16,769 15,760

売上総利益 2,487 2,406

販売費及び一般管理費 1,204 1,234

営業利益 1,283 1,171

営業外収益

受取利息 - 0

受取配当金 153 176

受取地代家賃 19 20

その他 6 27

営業外収益合計 179 223

営業外費用

支払利息 12 13

その他 2 0

営業外費用合計 15 14

経常利益 1,447 1,381

特別利益

固定資産売却益 - 0

投資有価証券売却益 388 22

特別利益合計 388 22

特別損失

固定資産除却損 0 0

投資有価証券評価損 - 1

その他 0 －

特別損失合計 0 2

税金等調整前四半期純利益 1,835 1,402

法人税等 587 439

四半期純利益 1,248 962

非支配株主に帰属する四半期純利益又は非支配株主

に帰属する四半期純損失（△）
△1 3

親会社株主に帰属する四半期純利益 1,249 958

（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）

（第１四半期連結累計期間）
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（単位：百万円）

前第１四半期連結累計期間
(自　令和３年４月１日

　至　令和３年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自　令和４年４月１日
　至　令和４年６月30日)

四半期純利益 1,248 962

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △81 △162

退職給付に係る調整額 6 9

その他の包括利益合計 △74 △152

四半期包括利益 1,173 809

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 1,175 805

非支配株主に係る四半期包括利益 △1 3

（四半期連結包括利益計算書）

（第１四半期連結累計期間）
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。

（四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用）

(税金費用の計算）

　税金費用の算定については、当第１四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会

計適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。なお、

法人税等調整額は、「法人税等」に含めて表示しております。

（単位：百万円）

報告セグメント
調整額

（注１）

四半期連結

損益計算書

計上額

（注２）
建設事業 不動産事業等 合計

売上高

外部顧客への売上高 18,873 383 19,257 － 19,257

セグメント間の内部売上高

又は振替高
398 6 405 △405 －

計 19,272 390 19,662 △405 19,257

セグメント利益 2,353 134 2,487 △1,204 1,283

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第１四半期連結累計期間（自　令和３年４月１日　至　令和３年６月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（注）１．セグメント利益の調整額△1,204百万円には、セグメント間取引消去0百万円、各報告セグメント

に配分していない全社費用△1,204百万円が含まれております。全社費用は、報告セグメントに帰

属しない販売費及び一般管理費であります。

２．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

２．報告セグメントの変更等に関する事項

（会計方針の変更）

　会計方針の変更に記載のとおり、当第１四半期連結会計期間の期首から収益認識会計基準等を適用

し、収益認識に関する会計処理方法を変更したため、事業セグメントの利益又は損失の測定方法を同様

に変更しております。

　当該変更により、従来の方法に比べて、当第１四半期連結累計期間の「建設事業」の売上高が809百

万円増加し、セグメント利益が91百万円増加しております。

３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。
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（単位：百万円）

報告セグメント
調整額

（注１）

四半期連結

損益計算書

計上額

（注２）
建設事業 不動産事業等 合計

売上高

外部顧客への売上高 17,890 277 18,167 － 18,167

セグメント間の内部売上高

又は振替高
319 23 343 △343 －

計 18,210 300 18,511 △343 18,167

セグメント利益 2,342 63 2,406 △1,234 1,171

Ⅱ　当第１四半期連結累計期間（自　令和４年４月１日　至　令和４年６月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（注）１．セグメント利益の調整額△1,234百万円には、セグメント間取引消去0百万円、各報告セグメント

に配分していない全社費用△1,234百万円が含まれております。全社費用は、報告セグメントに帰

属しない販売費及び一般管理費であります。

２．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。

- 8 -

名工建設㈱(1869) 令和５年3月期 第1四半期決算短信



３．その他

継続企業の前提に関する重要事象等

該当事項はありません。
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（単位　百万円）

区分
令和４年３月期 令和５年３月期

比較増減 増減率
第１四半期 構成比 第１四半期 構成比

％ ％ ％

土木 12,595 68.7 9,236 74.3 △ 3,358 △ 26.7

建築 5,746 31.3 3,201 25.7 △ 2,544 △ 44.3

計 18,341 100.0 12,438 100.0 △ 5,903 △ 32.2

官公庁 5,411 29.5 2,410 19.4 △ 3,000 △ 55.5

民間 12,929 70.5 10,027 80.6 △ 2,902 △ 22.4

計 18,341 100.0 12,438 100.0 △ 5,903 △ 32.2

４．補足情報

（１）部門別受注高比較表（連結）

（単位　百万円）

区分
令和４年３月期 令和５年３月期

比較増減 増減率
第１四半期 構成比 第１四半期 構成比

完成工事高 ％ ％ ％

土木 14,225 75.4 13,969 78.1 △ 256 △ 1.8

建築 4,648 24.6 3,921 21.9 △ 727 △ 15.6

計 18,873 100.0 17,890 100.0 △ 983 △ 5.2

官公庁 4,709 25.0 4,791 26.8 81 1.7

民間 14,164 75.0 13,099 73.2 △ 1,064 △ 7.5

計 18,873 100.0 17,890 100.0 △ 983 △ 5.2

兼業事業売上高 383 ― 277 ― △ 106 △ 27.7

総売上高 19,257 ― 18,167 ― △ 1,089 △ 5.7

（２）部門別売上高比較表（連結）

（単位　百万円）

区分
令和４年３月期 令和５年３月期

比較増減 増減率
第１四半期 構成比 第１四半期 構成比

％ ％ ％

土木 53,392 78.8 49,940 75.6 △ 3,451 △ 6.5

建築 14,394 21.2 16,116 24.4 1,722 12.0

計 67,786 100.0 66,057 100.0 △ 1,728 △ 2.6

官公庁 22,277 32.9 20,834 31.5 △ 1,443 △ 6.5

民間 45,508 67.1 45,223 68.5 △ 285 △ 0.6

計 67,786 100.0 66,057 100.0 △ 1,728 △ 2.6

（３）部門別繰越高比較表（連結）
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